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「実践報告書（伝統文化）」 

 

北海道松前高等学校長  佐 藤   岳 

 

 

 

 

  

 

平成２７年度・２８年度の２年間、国立教育政策研究所教育課程研究センター関係指定事業【教育課程

研究指定校事業（伝統文化教育）】の研究指定校となり、学校全体で取り組む研究課題は「学習指導要領

の実施を踏まえた、学校全体での教育課程の編成、指導方法等の工夫改善に関する実践研究」「（１）学校

全体としての各教科等の連携による体系的な伝統文化に関する教育課程の編成、指導方法等の工夫改善

に関する実践研究」です。目的及び内容につきましては、「学校の教育活動全体の取組により、児童生徒に

伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と

発展に寄与する態度を身に付けさせるため、各教科等における伝統的な言語文化、歌唱及び和楽器、行

事食・郷土食、産業、和服の基本的な着装その他の伝統的な事項に係る指導の連携を図りつつ、体系的な

取組による指導効果の向上、学校全体での定着を図る研究を行う」ことです。これらの研究課題及び目的の

下、研究主題を「『総合的な学習の時間』で行う『松前の学習』を軸として各教科・科目等が連携し、地域の

伝統文化に関する教育に学校全体で組織的に取り組み、地域の実態に即した教育課程の編成及び指導方

法等の工夫改善に資する実践研究」として取り組んできました。さらに、教科横断的な学習や地域との連携

を充実し、教材の工夫・開発を進め、生徒の学習意欲や表現力の一層の向上を図ってきました。ここに、２

年間の具体的な実践と研究の成果をまとめましたのでご報告いたします。 

 さて、皆様もご承知の通り松前町は松前藩の城下町として発展し、北海道唯一の「城のある町」として知ら

れています。北海道屈指の伝統と歴史に溢れた町に生まれ育った本校生徒に、松前町に対する誇りと自信

を持たせるために町内小学校及び中学校と連携し「ふるさと学習」を推進しています。 

 本研究１年目の平成２７年度には、指導教員による道外教育機関・施設の視察研修を行い、改めて松前

の伝統文化を確認し生徒に還元できました。特に「松前祇園囃子」の研究を中心に郷土芸能のすばらしさに

直接触れる機会を設けられたことは今後の伝承に大きく前進できたものと考えます。また２年目の今年度は、

道外への視察研修を継続し、さらなる貴重な資料等の情報収集ができました。生徒達は「松前祇園囃子」の

習得・発表を含め、紙芝居や郷土料理、木工体験等自らの目で、耳で、鼻で、口で、そして手で実感しまし

た。研究指定は今年度で終了いたしますが、今後も伝統文化教育を継続・発展させて参りたいと考えており

ますので、ご理解ご協力をお願いいたします。 

 最後に、２年間にわたり御指導、御助言をいただいた国立教育政策研究所教育課程研究センター教育課

程調査官の村瀬正幸先生、北海道教育委員会の皆様、本研究事業関係の皆様方、並びに、多大な御協

力と御支援をいただいた松前町教育委員会はじめ松前町の皆様に改めて御礼申し上げ、発刊に当たっての

御挨拶といたします。 

 なお、この報告書を御高覧いただき、御意見御感想を賜れれば幸甚に存じます。 
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Ⅰ 研究指定校の概要 

１ 生徒数 （平成２９年２月１日現在）                    本校教員数１７名 本研究に関わる教員５名  

２ 学校・地域の特色及び生徒の実態 

本校は，北海道の渡島半島の最南端に位置する，全日制普通科５クラス（１年生のみ１クラス）の小規模校であり，

「君の可能性を引き出し，君の夢を叶える高校」を目標に「松前学」「国際教育」「書道教育」を３つの柱とし，特色ある教

育を目指している。松前町は、北海道唯一の城下町であり，北の小京都とも言われ，特に北前船を通しての交易で様々

な伝統や文化が生まれ，蝦夷地発祥の地として賑わいを見せた地域である。 

生徒数は現在３学年４４名，２学年４５名，１学年２３名，計１１２名である。地域や小中学校との結びつきも密接であり，

本校の在校生はほとんどが松前町からの進学者である。 

平成２７年度から，【伝統文化教育】に関する研究指定校として，「学習指導要領の実施を踏まえた、学校全体での教

育課程の編成，指導方法等の工夫改善に関する実践研究」という研究課題のもと，研究と実践を通して生徒の変容過程

を以下にまとめ報告する。 

３ 研究に関わった教科と科目（教科横断的授業） 

教科 □総合的な学習の時間における【松前の学習】 【学校設定科目【松前学Ⅰ・Ⅱ】 

科目 □書道   □地歴・公民   □理科   □家庭科   

Ⅱ 研究主題等について 

１ 研究課題 

   学習指導要領の実施を踏まえた，学校全体での教育課程の編成，指導方法等の工夫改善に関する実践研究 

２ 研究主題 

   学校全体としての各教科等の連携による体系的な伝統文化に関する教育課程の編成，指導方法等の工夫改善 

   に関する実践研究 

３ 研究主題設定のねらい 

   本校がこれまで「総合的な学習の時間」で取り組んできた「松前の学習」では，生徒が地域の歴史や産業を理解する

という点で成果が見られているものの，地域の伝統文化に対する生徒の関心は低く，伝統や文化を尊重し郷土を愛す

る心を育む授業の実践に課題があった。これらの成果と課題を踏まえ，この研究では，学校全体で組織的に取り組める

教育課程の工夫・改善の手立てとして，異校種間や他教科との連携を促す縦断的・横断的な取組を取り入れることと

した。これらを効果的に活用することで深い学びの場を提供し，質の高い実践を目指した。 

本研究の主題は次の通りである。 

（１）地理歴史科と専門家（行政・大学）との連携を取りながら，歴史的背景を踏まえて指導するなど，伝統文化を多面

的に把握させ，その価値を理解させる。 

（２）伝統文化の担い手としてこれまで生活してきた地域住民と生徒との多様な交流の機会を設け，生徒の地域の伝統

文化に対する見方・考え方を再考させ，生徒の生涯にわたって郷土を尊重していく態度形成を図る。 

（３）伝統文化の学びから，生きた知識と技能を将来どのように役立てることが可能かを考えさせ，伝統文化が私達の

自己アイデンティティーの形成に繋がっていることを理解させ，他地域の伝統や文化へも寛容な心を養わせる。 

４ 研究体制 

    「総合的な学習の時間」で行う「松前の学習」と選択科目「松前学Ⅰ」，「松前学Ⅱ」（学校設定科目）とで本研究を展

開している。また，地域の学芸員や専門家と連携し，「松前の学習」の一層の充実を図る体制を整えた。 

課程 学科 １年 ２年 ３年 計 

  学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 

全日制 普通科 １ ２３ ２ ４５ ２ ４４ ５ １１２ 
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    ○校長 佐 藤   岳  ○教頭 小 島 政 裕 

    ○教諭 芸術科(書道)   天満谷 貴 之     地歴・公民科 佐 藤 真 智  

地歴・公民科    大 野 恭 弘    理科 花 光 隆太朗         家庭科 山 田 富美子 

５ ２年間の主な取組 

        日   程 研  修  先 

平
成
27
年
度 

平成 27年 
 

 
 
 

 
 

 
平成 28年 
 

６月    上旬 松前町教育委員会 学芸員からの教授 
７月    ２日 滋賀大学へ視察研修 
７月    ３日 長浜曳山博物館・大津祭曳山展示館・近江八幡市役所視察研修 
７月    ４日 池坊学園・京都文化博物館・近江八幡市視察研修 
９月    ９日 全道公開授業（調査官来校） 
11月   19日 松前祇園ばやし体験（郷土芸能保存会） 
12月   18日 松前祇園ばやし体験（郷土芸能保存会） 
１月   2５日 松前祇園ばやし体験（郷土芸能保存会） 
２月   16日 松前祇園ばやし体験（郷土芸能保存会） 
３月   15日 松前祇園ばやし体験（郷土芸能保存会） 

平
成
28
年
度 

平成 28年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 29年 

４月   11日 藩屋敷・松前城解説（松前町観光協会） 

５月   10日 二オの採集（農漁村改善グループ） 
５月   25日 松前祇園ばやし体験（郷土芸能保存会） 
６月   ９日 紙芝居体験（語り部） 
６月   13日 松前町教育委員会 学芸員からの教授 
６月   29日 伊達市 梁川町 視察研修（伊達市教育委員会） 

６月   30日 東北学院大学 榎森 進 名誉教授 視察研修 

７月   １日 青森県 松前街道 視察研修 
７月   19日 小学校交流授業（松前町立小島小学校） 
９月   14日 全道公開授業（調査官来校） 

10月  22日 木工体験（西部森林室） 
11月   ２日 いかめしづくり（農漁村改善グループ） 
12月  16日 小学校交流授業（松前町立大島小学校） 
12月  20日 小学校交流授業（松前町立松城小学校） 
１月   １８日 くじら汁（農漁村改善グループ） 

    

６ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

     ア 研究内容 

伝統文化に対する価値を見出し，生涯にわたって豊かな心を育成するための指導と評価に焦点化して研究を行な

った。 

・他教科や地域と連携を図り，伝統文化についての認識と理解をより一層深化させる。 

・継承活動を継続的に実践することで，知識・技能の向上をはじめ参画意識を深める。 

・評価方法の工夫・改善を図り，生徒の変容を把握し，態度形成の育成と充実を図る。 

     イ 研究方法 

・「総合的な学習の時間」で行なう「松前の学習」及び「松前学Ⅰ」「松前学Ⅱ」（学校設定科目）の担当者と地理歴 

史科・公民科・理科・家庭科・芸術科(書道)との連携体制を構築し，指導内容や評価方法を検討していく。 

・【紙芝居】【松前祇園ばやし】【松前祇園ばやしのプレゼン】にカテゴリーを設定し，発表内容について個人で精査 

し，それをグループ学習で共有させ，発表に反映させることで継承活動への参画意識を向上させる。 

・研究の充実性を図るため，学習の目的を教員と生徒が共通理解できるよう，目指す生徒像に向けて学習すべき 

内容を精査する。 

ウ 工夫点 

・時系列により生徒の態度変容を見取り，伝統文化の価値を生徒どのように受け止めているか，継承活動を土台 

とすることで参画意識がどのように変化しているか，その意義や意味を生徒がどのように把握しているかなど，定点 

的な評価を行い、生徒の変容を掴んだ。 

      ・生徒の活動の様子や取組の変容について指導者側でその都度協議し，利用するワークシートの改善を進めた。 

まとめにおいては，地域の伝統文化を継承する活動を継続的に実施することを通して，伝統文化が生活と密接 

に関わっていることや，身に付けた知識や技能をどのように活用していくことができるかを考えさせる場面を設けた。 
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（２）具体的な研究活動 

     ・歴史的背景について，地理歴史・公民科・理科・家庭科・芸術科（書道）の教員、地域の学芸員や専門家等で研 

究を行い，地域にある伝統文化について，理解と認識力を向上させるための指導研究を行なう。 

・生徒の伝統文化に対する理解や態度についての変容を的確に把握するため，記述式のワークシートを用いた評価 

を実施し，時系列で段階的な評価方法の工夫・改善を行なう。 

・伝統文化に対する理解を深めるため，地域のゲストティーチャーを招き継承活動を継続的に体験する。さらに，【紙 

芝居】【松前祇園ばやし】【松前祇園ばやしのプレゼン】のカテゴリーを設定し，グループごとに伝統文化に関する知 

識・技能を習得し，歴史的背景を調べ，小学生に発表・継承する活動を実施する。 

・地域の学芸員だけでなく，松前と密接な関わりを持つ滋賀県近江八幡市・滋賀大学・福島県伊達市梁川町・東北 

学院大学等を視察・研修し，専門家との連携体制の構築と指導内容の見直しを図る。 

Ⅲ 研究成果の要点 

 

 

平 

成 

２ 

７ 

年 

度 

１ 教科横断型の授業を体系的に行い、時系列で歴史的分野、先人達の知恵、地域が持つ風土等の理解を積み

重ね伝統文化に対する価値を見いだすことができた。  

２ 地域が持つ歴史的背景を段階的に教授し、伝統文化に対する認識の変容を把握することが できた。  

３ 言語活動の充実を図るため、グループで主体的な発表活動を行い、他グループと共同で共通のテーマ のもと検

討を重ねることで、学習への見通しや、学びの継続性を意識付けることができた。  

４ 自己評価シート・ワークシートを効果的に活用したことで、生徒、に対する適切な評価をすること ができた。また、

生徒の実現状況を把握することで、授業改善を行うことができた。  

５ 教職員全体で研究を共有できたことで、様々なアドバイスや協力を得ることができた。  

６ インタビュー活動を通して、地域の方々が願っていることと、生徒達が導き出した伝統文化の在り方とが合致した

ことで、地域の方々から「松前祇園ばやし」の演奏を学ぶ機会を実現する ことができた。  

平 

成 

２ 

８ 

年 

度 

１ 伝統文化の学びの方向性を、グループ協議を通して導き出すことができた。 

２ 小学校を対象とし、地域の伝統文化を披露することができた。 

３ 各教科横断の授業を通して、幅広い視野で学びを深めることができた。 

４ 段階的な評価を取り入れ、学びの過程において、生徒の変容過程を見ることができた。 

５ 伝統文化の学びを通して、自己の生き方や将来の自分を見据えた捉え方が言葉を通して見ることができた。 

６ 地域にある伝統文化に対する敬意ある気持ちが育ち、寛容な心を持った態度が形成された。 

２年間の総合成果として 

○小中学校での学習を受け継ぎ，「総合的な学習の時間」で行なう「松前の学習」及び「松前学Ⅰ」「松前学Ⅱ」（学校設定科

目）の担当者と地理歴史科・公民科・理科・家庭科・芸術科（書道）との連携体制の構築を図ることのできる教育課程を編成

することにより，地域と共に伝統文化の継承活動に生徒が参与しながら幅広く学習内容を展開させることができた。 

○ 松前の伝統文化の学習を通して，伝統文化に対する価値を感受した生徒の発言や文章等が段階を追って，随所に見ら

れるようになった。また，伝統文化が自分たちの生活や人生に深く参与していることを認識し，自己のアイデンティティを捉え

直している生徒の様子や，伝統文化に対する尊敬の志を抱く態度が養われた。 

○ 本研究を通して，生徒の思考力・判断力・表現力の向上について学校全体で実践することができたとともに，生きた知識を

効果的に活用し，深い学びに向かう態度を身に付けさせることができた。さらに，伝統文化を守ってきた先人たちの思いと共

に生きていることの意義を理解し，他地域においても同様の見方・考え方をもって伝統文化の良さを見出し，尊重できる態

度を育むことができた。 
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Ⅳ 総合的な学習の時間の「松前の学習」・学校設定科目【松前学Ⅰ・Ⅱ】シラバス   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域巡検

・観光体験

・松前祇園ばやし体験①

・松前の郷土料理（１）

・松前祇園ばやし体験②

・民話、方言学習

・松前祇園ばやし体験③

・紙芝居体験

8

9

松前の郷土料理（２）

地域考察（２）

11

12

1 松前の郷土料理（３）

後期

卒業制作

10

6

7

5

松前の文化に触れよう（１）

プレゼン発表

前期の学習を振り返り、自分にとっ

ての《松前町》とは何かを考察し、

発表する（国、商）

前期の学習を振り返り、自分にとっ

ての《松前町》とは何かを考え、資

料作成し他者へ伝えることができ

る。

さまざまな体験を通して自分に

とっての《松前町》とは何か考

えを深めようとしている。

発表テーマに沿った内容を考察

し、他者の意見を取り入れてよ

り深めようとしている。

パワーポイントを用いて、他者

に分かりやすい発表資料作成の

工夫ができる。

設定したテーマについて多面

的・多角的に考察し、自分なり

の考えを構築している。

・松前祇園ばやしの練習

・松前にまつわる民話を学び、方言

や地域の特徴に気付く。（社、国）

・紙芝居体験、披露

・前期の学習の成果を町内の小学生

へ発表する。（社、国、商）

・松前町の郷土芸能の歴史に触れ、

実際に体験する。

・学校周辺の自然に触れ松前の自然

について学ぶ。

・ニオの採集、塩漬け（理・家）

主観的・客観的に松前町をとら

えることで、今後ふるさとのた

めに何をすべきか考察してい

る。

自分が住んでいる松前町は異な

る立場によってどのように見え

ているのか、関心をもち主体的

に探究し課題を見つけようとし

ている。

異なる視点からとらえた松前町

の実態を総合的に理解してい

る。

松前町のホームページや文献、

地域の住民の方々や産業に携わ

る人、観光客の声を参考にし、

主体的に考察し、まとめたり発

表したりしている。

ゲストティーチャーの教えを受

け、伝統文化を守り受け継ぐ意

義を理解しようとしている。。

北前船交易や、松前藩の歴史を

踏まえ、伝統文化・芸能が成立

してきた背景を考察する。

ゲストティーチャーの講話や町

史・文化財を活用し、伝統文

化・芸能が成立した様子を推測

できている。

・松前町の魅力や実態について考察

し、発表する。

・地域住民としてだけではなく、実

際に携わる方や、第三者からみた松

前町の実態に迫る。（社、英）

これまでの学習を通じて得た知識や

思いをもとに、次世代を担う小中学

生に郷土への考えを伝えることがで

きる。

調理実習や体験活動を通して松前の

人々の風習や生活習慣を理解する。

松前の資源に注目し、先人達が守り

伝えてきた技術を知る。

・イカ飯づくり（家）

・木工体験（理）

・１年の学習を振り返りテーマを設

定し掘り下げ、発表資料作成して町

内の小中学生を対象に発表を行う。

（社・国）

・松前町祝い膳づくり（家）

これまでに学習した町内の芸能・文

化を、子供たちに伝わるようわかり

やすく発表することができる。

ふだん触れる機会の少ない身近

な風景や自然、芸能に対して興

味、関心をもち積極的に観察し

ている。

松前の郷土芸能について理解し、実

際に演奏方法を学ぶ。

松前に生息する植物の活用法につい

て理解する。

これまでの学習を振り返り、小

中学生へ伝えたいテーマをグ

ループで的確に設定することが

できる。

自分たちの活動が、子供たちの

郷土への関心を深めるきっかけ

となることを理解している。

各グループで設定したテーマの

適切な発表方法を考え、さらに

前回実施した発表の反省を生か

すことができる。

設定したテーマについて多面

的・多角的に考察・研究し、考

えをまとめている。

松前の伝説や昔話、芸能に興味

を持ち積極的に小学生へ伝えよ

うとしている。

交易によって繁栄してきた松前

藩には本州から伝わった様々な

文化が存在し工夫しつつ、現在

に伝えられていることを理解し

ている。

ゲストティーチャーの指導を受

け、安全に意欲的に体験活動に

参加している。

松前にはどのような郷土料理や

資源があるのか、またなぜその

ように活用されるようになった

のかを考察している。

小学生に向けた表現方法を考

え、オリジナリティーのある発

表ができる。

自分たちの活動が、子供たちの

郷土への関心を深めるきっかけ

となることを理解している。

地域にある資源・食材を知り、

郷土料理の意味や資源の活用方

法を知ろうとしている。

昔話や伝説、芸能がなぜ今日ま

で守り伝えられているのか自分

なりの考えを構築している。

松前に数多くのこる伝統を守

り、継続していくことの意義を

理解している。

現在の松前の実態を踏まえつつ、さ

まざまな観点から自分たちの住んで

いる町について理解を深める。

松前に残る郷土芸能や、生息す

る様々な植物の生態を理解して

いる。

ゲストティーチャーの講話や取

り扱った資料をうまく活用しな

がら、松前の芸能と自然につい

て適切に理解しを深めようとで

きる。

松前町の郷土芸能が生まれた理

由や自然環境の特徴を、気候条

件や地理的・歴史的特性と関連

付けながら考察している。

ゲストティーチャーによる教えを受

け、実際に昔話や方言、郷土芸能に

触れることで地域の特徴をとらえ

る。

到達目標学習内容・活動

評 価 規 準

関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解

松前の文化に触れよう（３）

松前学Ⅱ

学期 月 単元名

地域考察（１）

松前の文化に触れよう（２）前期

4

4

※プレゼンテーション発表

ア 自分が住んでいる松前町につい

て、グループで調べ学習を行い、プ

レゼンテーションを行う。

5 日本列島の成立と蝦夷地

古代の松前

北海道の旧石器時代

6 擦文文化とオホーツク文化

安東氏と松前

中世の松前

コシャマインの蜂起

近世日本と松前

7 松前藩の成立

松前・福山館の築城

※松前城見学

8 「松前の歴史と先人たちの叡智」

※インタビュー調査

9 ※プレゼンテーション発表

10 プロジェクト

11

松前祇園囃子　鑑賞

松前祇園囃子体験活動「桜狩り」

12

1 松前祇園囃子体験活動「梅ヶ枝」

2 松前祇園囃子　演奏発表会

3 ふりかえり

現代の松前における伝統芸能に焦点

を当てて松前の歴史や文化について

の理解を深める。

ウ 松前祇園囃子の演奏方法についての

理解を深め、地域の方々と協力して演奏

練習を行う。

ア 松前に残る伝統文化に触れ、その技

術の体得をするとともに、次世代へと伝

えていく手段や方法を考えることによっ

て、伝統文化保存の精神を養う。

イ 伝統芸能保存の観点から、他地方の

伝統芸能と松前の伝統芸能を比較・考察

し、よりよい伝統芸能保存の方法を導き

出す。

ウ　松前祇園囃子の使用する楽器の

演奏法について理解している。
ウ　松前祇園囃子「桜狩り」を演奏でき

るようになる。

ア　松前の伝統文化に興味を持ち、

それらを保存のために意欲的に行動

することができる。

イ　松前の郷土芸能保存会の方の演

奏を聴き、積極的にその魅力を味

わったり、歴史的・文化的意味を

探ったりしようとしている。

ア　松前の伝統文化の継承・発展自分たち

がどのように関わっていくことができるか

について発表したり、自分たちの考えをま

とめたりして、工夫して表現することがで

きる。

イ　松前の伝統的な祭りに込められ

た精神性や表現性を追究し、自身と

の関わり方について考えている。

ウ　和楽器を用いて、現代の松

前に生きる自分たちの思いを工

夫して表現している。

ア　町内の行事と松前祇園囃子の関

係について知り、その位置づけや役

割を理解するとともに、伝統文化や

郷土芸能を保存することの重要性を

理解している。

イ　郷土芸能保存会の方々の演奏鑑

賞を通して、様々な楽器の特性や演

奏における所作の意図を理解し、松

前祇園囃子の全体像について理解し

ている。

イ　これまで学んできた事項を踏まえ

て、松前の伝統文化保存に向けて行うべ

きことを主体的に判断し、行動に移すこ

とができるようになる。

松前学Ⅰ

学期 月 単元名 到達目標学習内容・活動

前期

『自分の住んでいる地域・世界をど

れだけ知っているか』

ア 江戸時代において、松前氏がど

のように発展していったのかを、資

料などを読みとり理解する。また、

発展の裏側にある争乱などについて

も学び、物事には様々な側面がある

ことも理解する。

ア 松前の生活文化や特産物に興

味を持ち、文化遺産を通じて積

極的に資料を読みとろうとして

いる。

評 価 規 準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解

ア　松前の歴史や文化から課題を見

出し、町の現状と関連付けて総合的

に考察することができる。

イ　松前の伝統文化についての認識

を深め、町の現状を踏まえた判断の

もと、自己の考えを適切に表現する

ことができる。

ウ　松前の歴史や文化についての基

本的な事項を総合的に理解し、説明

することができる。

ア　地域巡検を通して、松前の歴史

や文化に対する関心と課題意識を高

め、意欲的に追究している。

イ　身近にある伝統文化を手がかり

に松前町が抱える課題の解決に対し

て意欲的に取り組み、町を形成する

一員としての責任をはたすことがで

きる。

ア 松前の歴史や文化、産業などを

改めて学ぶことで郷土を知り、生涯

にわたって郷土を愛する心や態度を

養う。また、松前にある伝統や文化

を尊重し、地元に残る叡智を学び、

それらを自分の生活に活用できる能

力を育成する。

ア 松前町、北海道、日本、世界に

ついての基礎的事項や地図帳の使用

法を確認していく。

ア 先土器時代・旧石器時代にお

ける松前の人々の生活や社会、

文化に対する関心と課題意識を

高め、追究している。

ア 先土器時代・旧石器時代にお

ける松前の人々の生活や社会、

文化に対して、多面的・多角的

に追究・考察している。

ア 各種資料をうまく活用しなが

ら、古代の松前に関する文化や

特徴などを適切に活用し、まと

めたり発表したりしている。

ア 古代・中世の松前に関する資料

の考察を通して、当時の生活様式や

アイヌと和人との争い、交易などを

踏まえたうえで北海道についての地

理的特色と歴史的背景について学習

する。

ア 江戸時代の日本と、松前との関

わりを、資料の考察を通じて学習

し、和人とアイヌとの関わりについ

ての理解を深める。

ア 先土器時代から擦文時代にか

けての人々の生活や社会・文化

を多面的・多角的に理解し、そ

れらの知識を身につけている。

ア 古代の松前について、打製石器と磨

製石器の比較を通じて、旧石器時代の

人々の生活の展開について考察し、歴史

や文化について理解する。

ア 松前町・北海道・日本・世界

に関心を高め，基本的事項や

様々な問題について関心をもっ

て取り組んでいる。

ア 松前町の各地区はもとより、

北海道や日本、世界が抱える

様々な問題点について、多面

的・多角的に追究・考察してい

る。

ア 各種資料をうまく活用しなが

ら、各地域の特徴や文化などに

ついて、適切に選択・活用し、

まとめたり発表したりしてい

る。

ア 人間の起源や、大陸の変遷など

の学習を通して、日本列島の成立や

蝦夷地の成立について学習し、古代

の蝦夷地について学習する。

ア 自分たちが暮らす松前町や北海

道、日本についての基本的事項を理

解し、松前町の課題について考察す

るとともに、松前町の未来を展望す

る。

ア 各地域における自然環境や民

族の生活・文化を多面的・多角

的に理解するとともに，それら

を地理的に考察する視点や方法

を理解している。

ア 松前の歴史や文化に関する諸

資料を調査・収集し、有用な情

報を適切に選択したり読み取っ

たりしている。

ア 古代・中世の松前について、縄

文土器と擦文土器の比較を通じなが

ら、古代・中世の松前の歴史や文化

について理解する。

イ 中世における交易に関して、資

料を読みとることでその性質につい

て理解する。

ア 擦文時代から中世にかけての

人々の生活や社会、文化に対す

る関心と課題意識を高め、追究

している。

イ コシャマインの蜂起など和人

とアイヌとの関係について課題

意識を高め、追究している。

ア 松前の文化や特産の歴史的背

景を踏まえて理解している。

ア 郷土に関わる文化遺産を見学

し、改めて松前の特異な歴史や

社会・文化について多面的・多

角的に追求している。

ア 擦文時代から中世にかけての

人々の生活や社会・文化を多面

的・多角的に理解し、それらの

知識を身につけている。

ア 各種資料をうまく活用しなが

ら、擦文時代から中世の松前に

関する文化や特徴などを適切に

活用し、まとめたり発表したり

している。

ア 擦文時代から中世にかけての

人々の生活や社会、文化に対し

て、多面的・多角的に追究・考

察している。

ア　地域の方々へのインタビューを

通して、松前の歴史や文化に関する

諸資料を主体的に調査・収集するこ

とができる。

イ　自らが収集した諸資料から有用

な情報を適切に選択し、読みとるこ

とができる。

ウ　松前町に残る伝統芸能に関する

諸資料を活用し、プレゼンテーショ

ンを行うことができる。

ア　地域巡検を通して、松前の歴史

や文化についての基本的な事項を、

歴史的背景と結びつけて理解し、そ

の知識を身につける事ができる。

イ　地域の方々へのインタビューを

通して、松前の伝統文化についての

基本的な事項を近江・京都と関連付

けて理解し、その知識を身につける

ことができる。

ア　郷土芸能保存会の方々の演奏

や、楽譜などの資料をもとに、松前

祇園囃子「桜狩り」の演奏をイメー

ジし、口ずさむことができる。（口

三味線）

イ　郷土芸能保存会の方々と協力し、授業

内での練習を重ねる事で、松前祇園囃子で

使用される楽器の一つを演奏する事ができ

る。（笛・太鼓・鉦・三味線のうちいずれ

か１つ）

ウ　他者との合同演奏や合同練習を

行い、松前祇園囃子「桜狩り」を演

奏することができる。

ア 和楽器を用いて、現代の松前

に生きる自分たちの思いを表現

する。

ア 他者との合同演奏や練習を行

い、松前祇園囃子「梅ヶ枝」を

演奏することができる。

ア 松前祇園囃子に数多くの曲や音色

があることを理解し、それぞれの歴

史的意義を理解するとともに、音色

や響きの特徴を感じ取り、伝統文化

や郷土芸能の多様性・複合性につい

て理解している。

ア 松前町の歴史の枠組みや展開を、

学習内容に基づき、他地域と関連付

けながら理解している。

ア 1年間で学んだ事柄を踏まえ、学習し

た内容や体験した事柄を総合的にまと

め、校内外の方の前で発表会を行う。

ア これまで学習してきた内容や体験し

た事項をまとめ、歴史的過程と地域的特

色について理解と認識を深め、それらを

育んできた松前町や郷土を愛する心と、

主体的に生きる松前町民としての自覚と

資質を養うとともに、伝統文化保存の観

点から校内外へと学習内容を発信し、積

極的に松前町の発展に寄与する態度を身

につける。

ア 一年間の活動に用いた資料を活用

し、校内外への発信のため創意工夫

のある資料を作り上げることができ

る。

後期

ウ　郷土芸能保存会の方々と協力して演奏

練習を行い、伝統文化を守ることの大切さ

や難しさを、自らの周囲に広めようとする

とともに、積極的に練習に取り組むことが

できる。

ア 松前祇園囃子の演奏方法についての

理解を深め、地域の方々と協力して演奏

練習を行う。

ア 松前祇園囃子「梅ヶ枝」を演奏でき

るようになる。

「われらが未来へ繋ぐ

～松前の音色を奏でまＳｈｏw～」

ア　松前に残る伝統芸能に直接触れ親し

むことで、伝統を継承することの大切さ

や意義を理解する。

ア 松前祇園囃子に興味を持ち、

その多様性に気付くとともに、

練習に意欲的に取り組んでい

る。

ア　松前町の伝統文化の多様性・複

合性を考察することによって、歴史

的思考力を身につけている。

イ　松前の伝統文化の多様性・複合

性を発信するための手段や方法を考

え、誰にでもわかりやすい表現で、

その成果を表すことができる。

ア　一年間を通した活動を振り返

り、多面的・多角的視野から、これ

からの松前町の発展のために主体的

な行動をとることができる。

イ　自らのみならず、地域の方や小

中学生などの校内外の他者と協力

し、松前町の発展と伝統文化・郷土

芸能保存に寄与する態度を身につけ

ている。
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Ⅴ. 平成２７年度 国立教育政策研究所 教育課程研究センター関係指定事業研究協議会 

中間発表概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小・中の「ふるさと学習」を土台。                  ２ 段階的な学習プロセスをもって、学びを進めた。 
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３ 公開授業時の場面                              ４ 平成２８年 ９月９日 【全道公開授業】の様子 

                                             地域の方々からのインタビュー調査を踏まえて、

自分達の認識と比較させながら、地域の実態に

ついてまとめ発表を行った 

  

 

 

                                             

                                                                               

                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

   

      

 

                                        

  

 

 

 

 

 

 

５ 地域のゲストティーチャーを招き、祇園ばやしの指導を受けている場面 

 

                                           

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

地域の方々からのインタビュー取材をもとに、町

の現状を踏まえた発表活動を行った。グループ

で協議し合い、地域の伝統文化【松前祇園ばや

し】を習得することで方向性を確定させた。 
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６ 学期末に行った、振りかえりシートについて（生徒の変容過程） 
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７ まとめ 

  これらの学習過程を踏まえ、生徒の変容を時系列で追ってきた。伝統文化教育をはじめる前は、地域の伝統文化につい

ては、関心が低かった生徒達も、段階的に学びを深めていったことで、地域の良さや地域の方々の思いを感受できるよう

になった。生徒達による地域の情報収集が大きなキーワードとなった。また、他教科の連携を生かし幅広く学習を深めら

れたことも、地域に対する関心の深さにも繋がったと感じている。 

  この経験から、自ら進んで地域のために「何か出来ることはないか」という視点が共通の理解となり、松前祇園ばやしの習

得へと発展を遂げることとなった。 
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Ⅵ. 平成２８年度 国立教育政策研究所 教育課程研究センター関係指定事業研究協議会 

   発表概要 
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１ 伝統と文化に対する定義を再確認。               ２ 習得した継承活動を、個人・グループで協議し合い、そ

の結果小学生へ伝えることで学びの方向性を設定した。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 「松前祇園ばやし」の班を作り、準備を重ね小学生へ    ４ 「紙芝居」の班を作り、準備を重ね小学生へ 

伝承した。                                伝承した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「松前の祇園ばやしに関するプレゼン」班を作り、準備      ６ ３つのカテゴリーについて、各班それぞれ成果・課題に 

を重ね伝承した。                              ついて発表。 
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７ 自分達の伝承活動に対する見方・考え方を通して        ８ 自分達の地域に対する伝統文化への価値と他地域

「伝える」ことの意義について捉えなおしたことを丁寧          （将来）を見通した際の伝統文化との関わり方・繋がり

発表した。                                    方の２つを踏まえ伝統文化に対する態度形成の確立 

      に迫った。 

 

   

                                  

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９ ２年間の取組を通して、伝統文化全般に対する価値    １０ 体系的な学びを実現するために、段階的に評価を設 

  を見出し、更には時間の中で捉える先人達との共有し       設定し、その都度生徒の変容を見て行くことで、幅広い 

た「考え方」が生まれた。                                視点で捉える力を身に付けることができた。 

  また、郷土愛に対しては、地域への愛着や故郷として       生徒にとって、それは自信へと変容を遂げた。 

  の存在意義を感受している言葉が多く生まれた。      
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Ⅶ 成果のまとめ （研究成果・課題・今後の展望等）    

   ２年間の「伝統文化教育」の学習を通して、時系列で捉える生徒の変容過程に焦点化して研究を進めてきた。その際、 

  体系的な学習プロセスを構築しつつ、本校研究主題の実現に向け教育課程の工夫・改善を図り、段階的な評価を行い 

  生徒の変容過程を見てきた。 

   伝統文化教育の学びは、本来、人を育てることにある。伝統文化を学ぶことは、郷土と自分との繋がりや、先人達と自

分との繋がりを感じ取れる両面がある。その学びを通して、過去（先人達）と現在（自分）、未来（次世代）という時間の中に

自分が存在していることを意識づけることが大切であると感じる。 

   このことから、本校では単に伝統文化全般の活動や技能習得に限定することなく、対話的な学び、主体的な学び、深

い学びの３サイクルが常に往還しながら学習を展開させていけたことが、大きな成果だと確信している。研究当初は、地域

に対する思いは悲観的に捉えていた生徒も、体験的活動、個人思考、グループ活動、伝える（小学生）活動等、教科連

携を有効に活用して得た生きた知識が身に付くことで、郷土に対する価値を深め、更には伝統文化全般に対する見方、

考え方を通して、自己アイデンティティーの形成へと結び付けられたことも、成果として上げられる。 

   以下は、本校の総合的な学習の時間（松前の学習）と学校設定科目（松前学Ⅰ・Ⅱ）の学びを通しての最終評価シート

の一部を紹介し、生徒の思いが詰まった感想をもって、本校の２年間の学習成果としたい。 

   また、本校の課題については、伝える活動を今後、中学校まで幅を広げ、小・中・高一貫した伝統文化教育の充実・発

展に寄与していきたい。その為に、２年間の研究過程を土台とし、よりよい教育課程の編成・充実を図っていきたいと思っ

ている。 

    

 【２年間の学びを通しての生徒の感想】 
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末尾になりますが、本校の伝統文化教育の充実・発展にお力添えを頂きました、松前町教育委員会をはじめ、滋賀大

学、長浜市曳山博物館・大津祭曳山展示館・近江八幡市役所、福島県伊達市教育委員会、NP０法人梁川町歴史文化財

保存協会八巻善兵衛氏、東北学院大学名誉教授、榎森 進先生方々の多大なる尽力を頂きましたこと、改めて深く御礼

申し上げます。 

今後とも、本校の発展のため、ご指導・ご鞭撻をお願い申し上げ、２カ年の研究報告とさせて頂きます。 


